
外壁タイル お助け工法 

説明文 

① 大規模修繕計画開始 

・築 20 年マンションの外壁タイル改修を計画 

・建物の安全性維持と資産価値向上を目的に着手 

② 打診調査で想定外の結果 

・当初想定の張替え数量 3％に対し、調査結果は 20％ 

・修繕計画の見直しが必要となる 

③ 修繕費増加が課題化 

・調査結果により工事費が大幅増加 

・管理組合にとって大きな負担が発生 

④ 従来対応では解決困難 

・元施工会社へ確認を検討するも倒産 

・管理組合主体での対応へ移行 

⑤ インターネット検索で解決策を発見 

・「外壁タイルお助け工法」を発見 

・新たな修繕方法として導入検討開始 

 



⑥ 施工前の適合性確認 

・目地付着強度試験を実施 

・GNS アンカー工法の施工可否を確認 

⑦ 最適な施工計画を策定 

・試験結果を踏まえ施工計画を決定 

・品質・耐久性・コストを最適化 

⑧ コスト削減と品質確保を実現 

・予算 1,800 万円 → 従来工法 1 億 2,000 万円 

・GNS アンカー工法 2,970 万円 

・全面外壁タイル 10 年保証＋意匠性維持 

⑨ 理事会で比較検討・議決 

・予算 1,800 万円に対し 1,170 万円超過 

・費用対効果・保証内容を評価し議決 

⑩ 工事完了・お客様満足 

・コスト削減と住環境維持を実現 

・理事長から安心して工事を終えられたとの評価 

 


